
 （１）　令和2年1月1日　

臨済宗南禅寺派　

安　住　寺　だ　よ　り

禅 の 心

 

案
を
示
す
に
止
ま
っ

た
。

「

温
暖
化
」
「

気
候
変
動
」

で
し
ょ

う

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

C
O
2
の
具

C
O
P
２
５
が
マ
ド
リ
ー

ド
で

ん
が
た
め
に
学
校
を
休
ん
で
ま
で

が
ら
、

地
球
の
温
暖
化
を
阻
止
せ

選
ば
れ
た
。

十
六
歳
の
高
校
生
な

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー

ン
ベ
リ
さ
ん
が

ス
社
が
選
ん
だ
「

今
年
の
顔
」

に

が
、

予
定
を
二
日
延
長
し
て
妥
協

体
的
な
削
減
案
を
ま
と
め
る
は
ず

大
統
領
で
さ
え
痛
烈
に
批
判
し
て

も
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い

地
球
が
大
変
な
こ
と
に

閑
栖

か
。

大
き
な
災
害
が
世
界
各
地
で
起
き

大
般
若
ま
で
に
お
持
ち
下
さ
い

。

お
持
ち
下
さ
い

お
焚
き
あ
げ
し
ま
す

 

ば
、

取
り
組
も
う
と
思
う
。

す
。

水
没
す
る
国
も
あ
る
そ
う
で
す
。

古
い
お
札
を
焼
却
し
ま
す

。
年
末
か

て
い
ま
す
。

熱
波
、

局
地
的
豪
雨
、

極

昨
年
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ
イ
ム

が
降
る
と
き
は
、

局
地
的
で
百
年
に
一

河
川
が
干
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

雨

い
る
。

私
も
出
来
る
こ
と
が
あ
れ

お
正
月
を
迎
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

東
北

国
際
的
な
研
究
機
関
が
予
測
し
て
い
ま

で
難
儀
を
し
、

被
災
し
た
住
居
で
寒
い

令和元年度豪雨災害義援金

１５０，０００円

一
周
忌
・

年
回
忌
　
・

降
ら
ね
ば
雪
解
け
水
が
無
く
、

や
が
て

（内賽銭　109,414円）

　
昨
年
も
台
風
や
豪
雨
災
害
が
多
発
し

矢

野

明

玄

没
　
年

ま
し
た
。

多
く
の
方
が
仮
設
住
宅
な
ど

令

和

元

年

　
暖
か
な
冬
は
有
り
が
た
い
が
、

雪
が

 

度
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
豪
雨
で
す
。

 

復
旧
復
興
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

地
の
氷
が
溶
け
て
海
面
が
上
昇
。

こ
の

海
面
が
二
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
上
昇
す
る
と

ま
ま
推
移
す
る
と
二
一
〇
〇
年
に
は
、

矢

野

玄

徳

責
任
役
員

責
任
役
員

十
七
回
忌
・

十
三
回
忌
・

七
回
忌
・

三
回
忌
・

植

木

文

一

郎

　
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、

無
事
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

本
年
も
倍
旧
の
ご
法
愛
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

参
拝
の
み
の
方
は
、

弁
当
代
不
要
で
す
。

　
令
和
二
年
歳
旦

総
代

総
代

総
代

　
一
年
の
無
事
を
祈
願
す
る
年
頭
の
行
事
で
す
。

是
非
お
参
り
下
さ
い
。

午
後
は
、

初
観
音
講
で

す
。

午
後
も
続
け
て
お
参
り
の
方
は
お
弁
当
の
用

意
を
し
ま
す
の
で
出
席
の
届
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

弁
当
代
＝

五
百
円

総
代

代
表
責
任
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昭

和

六

十

三

平

成

八

年

平

成

十

六

年

本年度の年回忌は、下記のとおりで
す。お早めに相談頂ければ、ご希望

の日程でお受け致します。

五
十
回
忌
・

三
十
三
回
忌
・

平

成

二

十

年

昭

和

四

十

六

年

平

成

二

十

六

年

平

成

三

十

年

麻

生

哲

治

是

久

幸

雄

総
代

二
十
五
回
忌
・

これまでの義援金累計

古
い
お
札

（その他の義援金　601,894円）

義援金のお知らせ

１，６４５，６０２円

（内お賽銭合計　1,002,460円）

（内・東日本震災分1,043,708円）

活
動
を
続
け
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ



 

安 

住 

寺 

御 

本 

尊 

 

年
を
迎
え
て 

 

 
 

  
 
 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

安
住
寺
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
令
和
初
め
て
の
新
年
を
恙
な
く

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、

大
分
県
で
も
試
合
が
行
わ
れ
た
。
日
本

チ
ー
ム
は
ベ
ス
ト
８
入
賞
の
活
躍
で
大
変

な
賑
わ
い
で
し
た
。 

ま
た
、
新
天
皇
の
即
位
に
ま
つ
わ
る
諸

行
事
も
あ
り
、
お
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 

一
方
で
豪
雨
に
よ
る
佐
賀
県
で
の
被

害
。
台
風
十
九
号
に
よ
る
関
東
地
方
の

甚
大
被
害
。
自
然
と
共
存
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
毎
年
発
生

す
る
自
然
災
害
に
、
現
代
人
の
生
活
と

自
然
環
境
の
関
係
を
考
え
な
い
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。 

本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
５
６
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
活
気
や
賑
わ
い
を
感

じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
都
市
と
地
方
の
財
政
格
差
、

人
口
格
差
が
言
わ
れ
る
中
、
杵
築
市
の

財
政
悪
化
が
年
末
毎
日
の
よ
う
に
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
、
今
後
に
不
安
を
抱
か

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
良
い

環
境
を
、
住
み
よ
い
杵
築
を
残
し
繋
い
で
い

く
こ
と
が
課
題
で
す
。 

お
寺
に
し
て
も
他
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
定
し
た
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
て
は
じ

め
て
成
り
立
つ
わ
け
で
す
が
、
安
住
寺
に

お
い
て
も
、
地
区
の
戸
数
の
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
な
ど
対
応
が
必
要
に
な
って
い
る

の
も
現
実
で
す
。
皆
様
に
は
常
々
ご
協
力

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
三
年
は
秘
仏
閻
浮
提
金
観

音
の
御
開
帳
の
年
に
あ
た
り
、
本
年
は
そ

の
御
開
帳
記
念
事
業
と
し
て
の
準
備
に
入

る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。 

境
内
環
境
整
備
や
堂
宇
の
修
繕
が
必

要
な
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
計
画
中
で

す
。 総

代
様
、
地
区
世
話
人
様
は
じ
め
檀
信

徒
の
皆
様
方
に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

後
の
世
代
に
少
し
で
も
い
い
形
で
引
き

継
い
で
も
ら
え
る
お
寺
づ
く
り
に
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

檀
信
徒
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
安

ら
ぎ
あ
る
穏
や
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

住
職
明
玄
合
掌 

新  
新たな元号に思いを繋げる～ 
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【
信
仰
を
か
た
ち
に
】 

「
こ
の
世
で
は
信
仰
が
人
間
の
最

上
の
富
で
あ
る
。
徳
行
に
篤
い
こ
と

は
安
楽
を
も
た
ら
す
。
実
に
真
実
が

味
の
中
で
の
美
味
で
あ
る
。
智
慧
に

よ
っ
て
生
き
る
の
が
最
高
の
生
活

で
あ
る
と
い
う
。」 

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』 

ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
一
八
二 

 

一
年
の
平
安
を
祈
る
、
大
般
若
祈
祷

会
。
生
み
育
て
て
い
た
だ
い
た
父
母
、
ご

先
祖
に
感
謝
し
供
養
す
る
、
春
の
塔
婆

供
養
説
教
会
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の

の
恵
み
を
頂
き
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
す
る
お
盆
の
施
食
会
。
そ
の
他

お
墓
参
り
や
年
忌
の
ご
法
事
な
ど
、
お

寺
に
お
参
り
す
る
機
会
は
一
年
を
通
じ

て
何
度
か
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』に
「
信
仰
が
人
間
の

最
上
の
富
で
あ
る
。
」と
あ
り
ま
す
。 

で
は
臨
済
宗
に
お
け
る
信
仰
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
御
本
尊
を
拝
む
こ
と
？

先
祖
を
供
養
す
る
こ
と
？
も
ち
ろ
ん
こ

れ
ら
も
大
切
な
信
仰
の
形
で
す
が
、
宗

祖
臨
済
禅
師
は
次
の
よ
う
に
『臨
済
録
』

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
赤
肉
団
上
に
一
無
位
の
真
人
あ

り 

常
に
汝
等
諸
人
の
面
門
よ
り

出
入
す 

未
だ
証
拠
せ
ざ
る
者
は

看
よ
看
よ
」 

「
私
た
ち
生
身
の
体
に
は
、
尊
い
仏
心

が
宿
っ
て
い
る
。
そ
の
仏
心
は
常
に
私
た

ち
の
五
感
を
通
じ
て
出
入
り
し
て
い
る
。

嬉
し
い
な
。
悲
し
い
な
。
奇
麗
だ
な
あ
。

美
味
し
い
な
あ
。
全
て
が
尊
い
仏
心
の
表

れ
で
未
だ
気
付
か
な
い
も
の
は
、
さ
あ

見
よ
。
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

と
は
言
え
、
慌
た
だ
し
い
日
常
生
活

で
は
な
か
な
か
気
付
け
な
い
も
の
で
す
。  

 
 

仏
の
心
を
自
ら
発
見
す
る
こ
と
が
臨

済
宗
の
最
も
大
切
な
信
仰
の
形
で
す
。 

静
寂
の
中
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
坐

る
坐
禅
会
や
、
一
字
一
字
に
集
中
す
る

写
経
会
は
、
一
無
位
の
真
人
を
発
見
す

る
た
め
の
行
で
も
あ
り
ま
す
。 

毎
月
行
って
お
り
ま
す
一
度
参
加
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

気
付
い
て
し
ま
え
ば
、
行
住
坐
臥
全

て
が
仏
心
の
働
き
で
す
。 

《 

杵
築
市
仏
教
会
交
流 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

》 

十
一
月
十
三
日
杵
築
市
営
サ
ッ
カ
ー

場
に
お
き
ま
し
て
、
第
十
回
記
念
の
市

仏
教
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
薄

曇
り
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

安
住
寺
か
ら
は
三
チ
ー
ム
が
参
加
し

昨
年
の
準
優
勝
に
続
く
好
成
績
を
と
頑

張
って
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
上
位
三
チ
ー
ム
に
入
賞

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
忌
法

要
に
あ
わ
せ
た
１
７
位
と
ブ
ー
ビ
ー
賞

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
回
参
加
さ
れ
た
十
八
名
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は
と

お
思
い
の
方
は
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

【【
日
々
是
好
日

日
々
是
好
日
】】  

●
十
月
六
日
、
貴
布
祢
神
社
大
祭
に

参
詣
。
●
十
月
二
十
三
日
、
杵
築
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
土
谷
博
信
会
長
）
の

定
例
会
が
安
住
寺
で
行
わ
れ
、
例
会
後

に
坐
禅
の
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。
●
十

月
三
十
日
、
大
分
市
・
福
寿
寺
の
梅
渓

和
尚
様
の
十
七
回
忌
法
要
に
お
参
り
。

●
十
一
月
十
三
日
、
第
六
回
杵
築
市
仏

教
会
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開

催
●
十
一
月
二
十
一
日
、
南
禅
寺
派
二

十
四
部
の
部
内
会
。
春
の
説
教
会
日
程

等
話
し
合
い
。
●
十
一
月
二
十
三
日
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
。
十
一
月
二
十
九

日
・
奉
仕
作
業
。
両
日
と
も
に
合
掌
会

の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
●
十
二
月
十
三

日
、
坐
禅
会
納
会
。
十
一
月
十
七
日
写

経
会
納
会
一
年
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

●
一
月
十
七
日
の
大
般
若
祈
祷
会
法

要
。
部
内
の
和
尚
様
も
お
参
り
い
た
し

ま
す
。 

☆
三
月
二
十
二
日
（
日
曜
日
） 

杵
築
市
ひ
い
な
め
ぐ
り 

人
形
供
養
祭 

 
 

ご
自
宅
で
お
役
の
終
わ
っ
た
人
形
が
あ

り
、
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

坐禅会参禅記帳名簿 
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（4）　令和2年1月1日　

＝ ＝ ＝ ＝

四 二 二 二 ・ ・ ・ ・ ・ ・

四 月 月 月 月

月 20 21 8 17

日 日 22 日

21

日

日 24 7 17

日 21 日

瑞
宝
双
光
章
受
章

一
同
百
五
十
名
。

よ
り
お
言
葉
を

内
し
、

新
天
皇

賜
り
ま
し
た
。

　
昨
年
秋
の
叙
勲
で
長
年
の
保
護
司

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

瑞

自
身
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、

サ
ー

ビ
ス
も
有
り
、

大
人
も
大
よ

ブ
の
有
志
に
よ
る
綿
あ
め
の
無
料

ま
す
。

ま
た
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ま
し
た
が
大
変
良
か
っ

た
と
思
い

さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

在
で
し
た
が
、

手
慣
れ
た
皆
さ
ん

二
人
は
、

葬
儀
や
本
山
行
事
で
不

十
名
の
参
加
で
し
た
。

和
尚
さ
ん

業
で
し
た
。

男
性
四
名
を
含
め
三

寄付金　　１０，０００円

諸経費　　３６，０４１円

益　　金　９３，３７４円

今年度寄付金　３０，０００円

（杵築市の福祉事業へ寄付しました）

お天気も良くて大盛況でした

三

月

９時より

法
話
・
御
詠
歌
の
会

　
彼
岸
法
要
と

ま
し
た
。

二
つ
の
行
事
に
ご
協
力

合
掌
会
総
会

二
十
一

　

ろ
こ
び
で
し
た
。

第
二
十
一
回
目
の
チ
ャ

リ
テ
ィ

一
月
二
十
一
日

今
年
は
、

初
の
試
み
と
し
て
お
で

ん
や
石
垣
も
ち
を
作
り
ま
し
た
。

責

任

役

員

総

代

会

一

月

三
日

・

四

時

早

朝

坐

禅

会

一

月

十

七

日

大

般

若

・

観

音

講

奉

仕

作

業

募
集
中
で
す
。

三
月
の
彼
岸
法
要
行

三

月

二
月
二
十
五
日

も
結
構
で
す
。

仏
教
の
教
え
も
学
ぶ

え
て
い
ま
す
。

聞
い
て
み
る
だ
け
で

事
の
中
で
、

発
会
が
出
来
れ
ば
と
考

　

記
の
と
お
り
で
す
。

の
お
蔭
で
瞬
く
間
に
綺
麗
に
な
り

坐

禅

会

三

月

げ
ま
す
。

バ
ザ
ー

の
収
支
は
、

左

役

員

年

始

会

会
長
＝

廣
石
美
枝
子
記

一
月
二
十
五
日

写

経

写

仏

の

会

説

教

会

り
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一

月

十

一

日

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
申
し
上

会
員
の
皆
様
の
お
蔭
で
沢
山
集
ま

[バザーの収支]

売上金　１１９，４１５円

安住寺だより

品
が
集
ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、

第169号

良
識
的
に
考
え
る
と
共
感
で
き
る

　

そ
れ
が
エ
シ
カ
ル
消
費
で
す
。

然
環
境
を
損
な
わ
な
い
。

地
域
の

社
会
の
悪
に
つ
な
が
ら
な
い
。

自

宝
双
光
章
受
章
の
栄
に
浴
し
ま
し

晴
天
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

物

合
掌
会
行
事
の
ご
報
告

「

社
会
的
な
模
範
」

で
し
ょ

う
。

ど
ち
ら
も
大
人
気
で
直
ぐ
に
売
り

と
言
う
意
味
で
す
。

法
律
や
規
則

エ
シ
カ
ル
と
は
「

倫
理
的
な
」

で
決
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
が

切
れ
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
の
皆

午
後
皇
居
に
参

　

及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

き
っ

と
人
間
社
会
に
も
悪
影
響
を

た
。

十
二
月
十
一
日
、

法
務
省
に

　
十
一
月
二
十
九
日
は
、

奉
仕
作

袋
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
が
細

　

す
と
い
う
問
題
で
す
。

そ
れ
は
、

こ
と
が
有
る
と
思
い
ま
す
。

ポ
リ

洋
動
物
の
体
内
に
入
り
害
を
及
ぼ

て
法
務
大
臣
よ

り
伝
達
さ
れ
、

か
く
な
っ

て
海
に
漂
い
、

魚
や
海

観

音

講

写

経

の

会

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

４月17日より一周間の

三
月
二
十
日

予定です。平成7年に

ー

バ
ザ
ー

が
十
一
月
二
十
三
日
、

皆さんより集めて収め

ました。今回は、9月を

目途に追加で収める物

を募集する予定です。

　是非ご覧下さい。

独
修
流
新
会
員
募
集
中

◇
行
事
予
定
◇

本堂の改築を記念し、

本尊様の下に収めたタ

早

朝

初

坐

禅

会

お
寺
で
お
稽
古
を
す
る
新
会
員
を

イムカプセルを25年振

りに途中開封します。

エ
シ
カ
ル
消
費

っ
て
？

ラ
ス
チ
ッ

ク
と
言
う
の
を
聞
い
た

最
近
、

海
に
漂
う
マ
イ
ク
ロ
プ

　

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
と
が
出
来
ま
す
。

待
っ

て
ま
す
。

タイムカプセル開く

別
府
市
内
を
走
行
中
、

い
つ
も

　
人
間
は
生
き
て
い
く
上
で
消
費

おでんと石垣もちが良く売れました

発
展
に
つ
な
が
る
消
費
を
す
る
。

ん
と
仲
間
が
、

テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
の

そ
れ
は
、

日
出
町
の
尾
畠
春
夫
さ

沢
山
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
の
脇
に
ゴ
ミ
を
詰
め
た
袋
が

気
に
な
る
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　

溜
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
の
で
す
。

大
変
な
量
の
ゴ
ミ
が

間
に
挟
ま
っ

た
ゴ
ミ
を
集
め
て
い


